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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成24年1月5日(2012.1.5)

【公表番号】特表2011-511158(P2011-511158A)
【公表日】平成23年4月7日(2011.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-014
【出願番号】特願2010-544627(P2010-544627)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｂ  11/08     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｂ  11/08    　　　Ａ
   Ｃ２５Ｂ   1/04    　　　　
   Ｃ２５Ｂ   9/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月9日(2011.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水から水素（Ｈ２）及び酸素（Ｏ２）を生成する水の電解方法であって、
　少なくともアノード及びカソードを有する少なくとも１個の電解セル中でアルカリ性水
溶液を電解するステップを備え、
　水は水素と酸素とに分解され、得られた水素は前記少なくとも１つのセルの前記少なく
とも１個のカソードで回収され、
　前記カソードは、
‐軟鋼、合金鋼、ニッケル及びニッケル合金から選択される材料で作られる金属基材、及
び
‐前記金属基材上に設けられ、合金化又は添加された成分を含まない酸化ルテニウムから
なるコーティング層と、
を有する、
方法。
【請求項２】
　前記コーティング層は、０．１～２ｍｇ／ｃｍ２、好ましくは０．４～１ｍｇ／ｃｍ２

の範囲である、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記カソードの形状は、板、穴の開いた又は延伸されたシート、グリードから選択され
るいずれかである、
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記電解セルは、再生可能なエネルギー源によって作動する、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記カソードは、少なくとも下記ステップ：
ａ）前記金属基材の前処理；
ｂ）酸化ルテニウムの適切な前駆体を溶媒へ溶解させることによる活性溶液の調製；
ｃ）金属基材への前記活性溶液の塗布；
ｄ）金属基材へのコーティングを固定させる最終的な熱処理の実行；
を含む工程によって製造可能である、
請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　ステップｂ）を、塩化ルテニウムをアルコール溶液に溶解させることによって実行する
、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記塩化ルテニウムは、水和三塩化物ＲｕＣｌ３・ｎＨ２Ｏであり、
　前記溶液は、イソプロパノール又は２‐プロパノールをベースとし、蒸留水及び塩酸水
溶液が添加されている、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ステップｃ）は、活性溶液を金属基材に塗布する一連の操作によって実行され、
　塗布する毎に、余剰の溶液を金属基材から滴下除去し、次の塗布までにカソードを乾燥
させる中間ステップを行う、
請求項５～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　乾燥を、１５０℃～３５０℃の間の熱風を出すことのできる熱風炉中で行い、基材が炉
に留まる時間は３～１２分である、
請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　活性溶液の塗布を、５～１５回繰り返す、
請求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ステップｄ）における最終的な熱処理を、熱風炉で、温度２５０℃～４００℃の間
で、処理時間１～２時間で行う、
請求項５～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１の方法で用いられるカソードを製造する方法であって、
　少なくとも下記ステップ：
　ａ）前記金属基材の前処理；
　ｂ）塩化ルテニウムのアルコール溶液への溶解による活性溶液の調製；
　ｃ）金属基材への前記活性溶液の塗布；
　ｄ）金属基材へのコーティングを固定させる最終的な熱処理の実行；
を含む方法。
【請求項１３】
　前記塩化ルテニウムは、水和三塩化物ＲｕＣｌ３・Ｈ２Ｏであり、
　前記溶液は、イソプロパノール又は２‐プロパノールをベースとし、蒸留水及び塩酸水
溶液が添加されている、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ステップｃ）は、活性溶液を金属基材に塗布する一連の操作によって実行され、
　塗布する毎に、余剰の溶液を金属基材から滴下除去し、次の塗布までにカソードを乾燥
させる中間ステップを行う、
請求項１２又は１３に記載の方法。



(3) JP 2011-511158 A5 2012.1.5

【請求項１５】
　乾燥は、１５０℃～３５０℃の間の熱風を出すことのできる熱風炉中で行い、基材が炉
に留まる時間は３～１２分である、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　活性溶液の塗布を、５～１５回繰り返す、
請求項１４又は１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ステップｄ）における最終的な熱処理を、熱風炉で、温度２５０℃～４００℃の間
で、処理時間１～２時間で行う、
請求項１２～１６のいずれか１項に記載の方法。
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